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地区幹事のつぶやき

中村 皇積

国際ロータリー 第2620地区 2023-2024 年度ガバナー

公式訪問が始まりました。私も数クラブに同行させて頂きました。
どのクラブも素晴らしい奉仕活動が予定されておりました。

ぜひとも、地区のホームページよりRotary at Workに登録して活動を共有しましょう︕
地区幹事　影山忠弘

2023/082023/08

暑い季節とともに、 【熱い】 公式訪問が始まりました。
「暑い中、 ご苦労さまです」 とお気遣いをいただきますが、
むしろ私が元気をいただく毎日を過ごしております。
国際ロータリーの役員としてクラブを訪問する意味について、
今般、 深く学ばせていただきました。
 公式訪問では、 ゴードン会長からお預かりしたメッセージ、
すなわち世界中のクラブ、 ロータリー会員が共有したい方向
性をお伝えしております。 このメッセージと思い、 願いを世界
中で共にすることが” 希望” を生み出す推進力となります。
 のみならず、 各クラブの取り組みやアイデアを伺い、 吸収し
て他のクラブにお伝えすることが大切と実感しております。
 あるクラブは昨年度、 会員数を実に４５％増やしました。

公式訪問の意味

その秘訣は、 地域の特性をよく観察した上、 会員候補者のリストアップと複数会員による勧誘はもちろん、 その取り組みを若手会
員に任せっきりにせず、 クラブの柱であるベテラン会員が先頭に立ち全会員を奮い立たせていることにありました。
 また、 同じ支援先であっても毎年、 違うアプローチによって工夫を凝らしたプロジェクトを展開されているクラブがありました。 これによ
り、 一見、 継続事業であっても新鮮なプロジェクトとなり、 クラブに新しい感動と爽やかな達成感を全会員で共有することができます。
 公式訪問では、 私自身も感動と 【報い】 をいただいております。 あるクラブでの出来事です。
事業計画書に目をやると、 本年度９０歳をお迎えになる方がいらっしゃいました。 例会に先立つ会長幹事会にて、 「最年長の○
○さんという会員はお元気ですか︖先人に感謝し、 年長を敬うのは私たちロータリーが最も得意とすることですね。」 そんな話をして
例会を迎えました。
例会が始まると、 会場監督から 「本日は、 ガバナーにサプライズがあります。○○会員登壇ください」 とのアナウンスが。 なんとその
最年長会員から温かい労いのお言葉とともに、 愛する故郷を描いた見事な絵画を頂戴しました。

最もよく奉仕する者、 最も多く報われる

私たちが大切にする標語に身をもって触れた、 貴重なモーメントとなりました。
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74 クラブ

期首会員数 前月末会員数 当月末会員数 当月増 当月減 通算増 通算減 女性会員数

2756 2889 2823 19 85 312 239 239

8 月は会員増強 ・ 新クラブ結成推進月間

2023-24 年度ガバナーノミニー ・ デジグネート）候補者推薦の件

地区大会登録記念品完成︕ ガバナー公式訪問

国際ロータリー第 2620 地区会員数（2023 年 6 月時点）

国際ロータリー第 2620 地区 2026-27 年度ガバナー （2023-24 年度ガバナーノミニー ・ デジグネート）候補者推薦の件 をク
ラブへお知らせしております。
ＲＩ細則 12.030.3. の規定により、 ガバナーは地区内各クラブに対し、 ガバナー指名委員会にガバナー指名案を提出するよう
要請することが決められておりますので、 手続きをお願い申し上げます。 
提案最終期日は、 2023 年 9 月 7 日 ( 木 ) 必着となっております。 よろしくお願い申し上げます。

会員増強について少しお話をさせていただきます。
　皆さんカマスという魚と言う魚をご存じですか︖塩焼きで食べると美味しい、 口がとがった
あの魚です。 英語名はバラクーダ、 とても獰猛で食性は魚食性、 イワシなど他の魚類を
貪欲に捕食するそうです。 ヒトに対して攻撃性を示す魚類の一つであり、 一部の地域で
はサメよりも危険な存在と捉えられているそうです。
　そのカマスを水槽の中に入れ、 真ん中にガラスの仕切り板を入れます。 片側に小魚を入
れると獰猛なカマスは小魚を食べようガラス板に何度も体当たりをします。 そのたびにはじき
返されて、 しばらくするとカマスは小魚を食べるのを諦めてしまう。 そしてその後にガラス板を
外してもカマスは小魚に見向きもしません。 これを心理学では 『学習性無力感』 と言うそ
うです。
　人間もこのカマスのように困難な状況に置かれ続けると無気力になってしまいます。
　ところで、 この無気力になったカマスにもう一度小魚を獲らせるには何が必要でしょう︖正解は新しいカマスを入れることです。 水槽に入ってきた
新しいカマスは 「小魚は食べられない」 という認識がないためすぐに小魚を獲りにいきます。 それを見て無気力だったカマスも小魚を獲りにいくように
なります。 そうです。 組織には新しい力が必要です。 伝統は守るものではなく、 作っていくものです。

皆さまの歓迎、 古着 de ワクチンのご協力、 感謝申し上げます。
まだまだガバナー公式訪問は続きます。

公式訪問時の甲府 RC会長のスピーチをご紹介致します。
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